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「コ ヘ レ トの 言葉」 に おけ る隠 された神信仰
一

コ ヘ レ ト 115 〜 127 （8） を手立て として 一

矢 澤 美 佐 子

序　論

　「コ ヘ レ トの 言葉」 は 福音 なの か 。
r空 の 空 ， い っ さい は 空 で あ る」。 因果応 報

を語 り，
正 しい 生 活をす る者に こ そ希 望が 与 え られ る と説 く伝統的 な知 恵に対

して ，
コ ヘ レ トは痛烈 な批判を与 えた 。

コ ヘ レ トは こ の 世 の 知恵や知識で は か

り知 る こ との で きない
， 恐 ろ しい ほ どの 不 可 思議 な もの の 前 に 立 た され 「す べ

て は空 しい 」 と ， 人 間の 側の 破産宣 告をす る し か な か っ た。 こ の 無意味 さの 緊

張に 捉 え られ 「コ ヘ レ トの 言葉」 に神 へ の 信頼の 欠如 を見 る もの は ，
コ ヘ レ ト

に は 神 へ の 信仰 が な い と判 断す る。

　しか し ， 12 ： 1 で コ ヘ レ トは 「創造主 を覚 え よ」 と勧告す る。 こ の 言葉 を我

々 は ， ど う理 解す れ ば 良い の だ ろ うか 。
コ ヘ レ トの 無価値無 存在感 を十分 に 認

識す るな らば
， 神 に 対す る信仰 を全 く捨て 去 るほ うが

， む し ろ 当然 と思われ る

か らで あ る 。 それ ゆえ ，
「創造主 を覚 え よ」 とい う勧告の 言葉を ， 神 へ の 信仰 に

至 るは ず の ない 他 の もの に 読み 替えて し ま うの が 良い とい う結論 にす らな りう

る 。

　また ，
「コ ヘ レ トの 言葉」 の 叙述 に は多 くの 矛 盾が あ り混乱 が あ る 。 そ の 為

に ，
コ ヘ レ トの 混 乱 し た 叙述 の 中に

一
貫 し た論理 を 見 出そ うと ， 語数分 析 ， 構

造分析 ， 編集 史的考察な どが 指摘 され て きた u しか し ， それ らは必 ず し も成功

して い る とは 言い 切れ な い ［、 当然 の こ となが ら ，
コ ヘ レ ト研 究で は テ キ ス トの

統
一

性 とい うの は ほ とん ど問題 に され なか っ た 。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

一 220 一

　そ こ で ，
こ の 論文 で は ，

「コ ヘ レ トの 言葉」に
一

貫す る論理 と構造が ある の だ

ろ うか とい う疑 問か ら始め ， 12 ：1 で 語 られ る 「創造 主を 覚え よ」 は ， 何 を意

味 し て い る の か を 中心 とし て ，
コ ヘ レ トが 主 張す る メ ッ セ ー ジ に

，
よ り忠実 に

迫 る こ とを研 究の 目的 とす る 。

第一 章　コ ヘ レトの 中心主題 とは

　第 1 節　 「コ ヘ レ トの 言葉」 の 主題 に よる統一

　無神論的書物 で あ る と言 われ て きた
一

方 で ，特 に 12 ： 1 に は 「創 り主 を覚 え

よ」
1） と訳す こ とが 可 能 な

， 神 を 崇め る言葉が 記 され て い る 。 そ の うえ ，
コ ヘ

レ トの 後半部 へ 進 む に 連れ ， 神 の 創 造用語
2）が 際立 っ て 出現す る こ とは興 味深

い 。従 っ て ， 本 論文 で は コ ヘ レ トの 語 ろ うとす る主 張 を捉 える こ とを 目的 とし ，

特 に 後半部 12章に 注 目し 探求 を試み る 。

　 まず ， こ の 第
一 章で は コ ヘ レ ト書全体の 構造に つ い て 論じ る。 こ れ まで コ ヘ

レ ト書は ， 編集史的 アプ ロ
ー

チ の も とで 導 き出 され た もの が 多 く，
コ ヘ レ ト書

全体 に あ る矛 盾や 論理 的飛躍 は ， テ キ ス トの 編集を前提 に し た こ とで 容易 に解

決 され て き た 。 しか し，
こ こ に疑 問が 生 じ る。 それ は ，

コ ヘ レ ト書全体 に 統
一一

的構造は 見 出せ な くと も問題 に は な らず ， 編集史 的に 解釈す る こ とで 納得し て

い る とい う点で あ る．確 か に ， 矛盾や 論理 的飛躍の た め に そ うせ ざ るを得えな

か っ た面 もあ るが ， しか し構 造が 見出せ ない とい う結 論を前提 に した捉 え方で

は ， 正 確 な コ ヘ レ ト書 の メ ッ セ ー ジ を 読み 取れ て い ない と言わ ざ るを得ない 。

そ こ で 本論文 で は ， 無造作に 並 べ られ ， 矛盾や 論理 的飛躍が ある とい う考えを

も う
一

度 見直 し ， 構 造 に 注 目し 分析 を試み る．

　まず ，
コ ヘ レ ト書 全体 の 内容 をテ

ー
マ ご とに A 〜 G に 分類す る こ とが で き

る 3）
。

　→ 「創 造 ・与 え る」　 A 神 の も とか ら → B 神 の 業は 分か らない
一

・ Cc ・
c　dicm

　→ D 神 の 不 変 ・神を畏れ る → E 全 て あ っ た物は また → F 塵 ］→ G 巫

　 「一 つ の とこ ろ へ 」

　こ の 内容 は 重要 なパ タ
ー

ン で あ り， そ の 内容 か ら 「神 の 創 造 と終末」 パ ター
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ン と して捉 え る こ と とす る 。 こ の パ ター
ン は ， 最初 と最後に 「神」 が 配置 され

て お り ，
「神」 の もとか ら 「神 」 の もとへ と同 じ 「神」 に よ っ て 結び 付 け られ て

い る。つ ま り， 創造 の 業 と終末 の 業 を され る 「神」に よ っ て ，最初 と最後が inclusio

（囲い 込み ）
4）

とな っ て い る u こ れ を 「神 の 絶対性 を表す inclusio」 と呼ぶ こ と

に す る 5丿。

　　 　　 図 1　 厂神の 絶対性 を表す inc［usio 」 と 「人の 空 し さを表す inclusio」

1 ：2 全 て は 空 て は 空

　 そ の うえで 注 目す べ き こ とは ， こ の 「神 の 絶 対性 を表す inclusio6）」 が 10回

繰 り返 され ， そ の 全 て を 覆 うよ うに 「空 の 空 ， 伝道 者は 言 う， 全 て は 空」 と空

し さ ， 儚 さを示す 1 ：2 と 12 ：8 が 囲い 込 ん で い る こ とで あ る
7，

。 これ を 「人 の

空 し さ を 表 す inclusio」 と呼 ぶ こ とに す る 。
コ ヘ レ トは ， 「神 の 絶 対 性 を表 す

inclusio」 か ら外 れ た 人 間の 空 し さを 「人の 空 し さを表す inclusio」 とい う構 造

で 更 に 囲 い 込 み ， 1 ：2 − 12 ：8 の 最終 形 態 を完成 させ て い る 。 こ こ に神 か ら外 れ

た者の 空 し さ を語 ろ うとす る コ ヘ レ トの 計画的意 図が あ る。

　 さ ら に ， こ の 構造 は神 か ら外れ た 人 間 の 空 し さだ け を語 るに 留ま らない 。 こ

の 構造 に は 隠 され た物 が あ る 。 それ を ， 明 らか にす る為に コ ヘ レ トは ， 人 間の

空 し さを 拷問 の よ うに 徹底 的 に 語 り続 けた S）
。

　つ ま り， 神が 隠 され て い る 。 人 間の 能力 は ， 越え られ な い 絶対 的権威の 前で

は 力 を失 い ，
「空 し い

9）
」。 それ ゆ え に ，

コ ヘ レ トは ， 5 ：6 「神 を畏れ よ」 と確

言 し ， 隠 され て い た神 の 存在 を明 らか にす るの で あ る。 人 間の 限界 を認識 した

コ ヘ レ トは
， 人間 自身の 抱える 闇 ， 罪 ， 空を徹底的に語 る こ とに よ っ て ， それ

を裁 き （11 ：9）， 回復 し （12 ： 7）， 肯定 され る神が お られ る こ とを ， か え っ て
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強烈 に 示 し た の で あ る fi こ の よ うに して ，

コ ヘ レ トは 構 造 を用い て 隠 され て い

る神 を 明 らか に し た の で ある。 コ ヘ レ トは 神 を中心 に 置 く 10）。 そ し て ， これ が

まさに コ ヘ レ ト書の 極 めて 重要 な中心 主題 で あ る
ll）

。

　従 っ て ，
「神 の 絶対 性 を表す inclusio」 「人 の 空 し さを表す inclusio」 が ， 計画

的に 配 置され
， 中心 主 題 「神 を指 し示 す」 を 告げ る とい う意 図 を も っ て 全体 が

構成 され て い る の で ある 。

　第 2 節 主題 か らの 区分 け

　我 々 は ，

コ ヘ レ ト書全体 に ある 主題 「神 を指 し 示す」 を見 出し た． さ らに ，

コ ヘ レ ト書全 体は 「神 の 絶対性 を表す inclusio」，
つ ま り 「神 の 創 造 と終末 」 パ

ター ン 　　→ 「創造 ・与える」 A 神の も
r
とか ら

一
→ B 神 の 業は 分か らな い → C 區亟i］

區 ］→ D 秤の 不変 ・神を畏 れ る → E 全 て あ っ た 物は また → F 匳 ］→ G 神 の も とへ

「 つ の と こ ろ へ 」
一一　　 を 1 区分 として ，全休 で 10 区 分に 分け られ て い る 。 つ

ま り， 神 は 人 を創 り死 を も っ て神 の もとへ 帰 らせ る 。 しか し
， 再 び 神は また 同

じ よ うに 人を創 り， 死 を も っ て 神 の も とへ 帰 らせ る 。 全 て は神 の も とか ら始 ま

り同じ 神 の も とで 終わ る。 こ の 「神 の 絶対性 を表す inclusio」の
一

同 りが 1 区分

を構成 し
， 全 体 に 渡 っ て 循環す る とい う繰 り返 し構造を 見せ て い る の で あ る 。

第 3 節 コ ヘ レ ト 11 章 コ ヘ レ ト 3 章 ，
イザ ヤ 49 章の 主題 的関 連 （省略）

第二 章　 11 章 5 節
一12 章 7 （8）節の主題的考察

第 1 節　最終形 態か ら主題 へ （省略）

第 2 節 主題 と pericope （区 分）ll ；5− 12 ：7 （8） との 関係 （省略）

　第 3 節　11 ：5− 12 ： 7 （8）の chiastic （集中）構造 か ら主題へ

　11 ：5− 12 ：7 （8） は非 常に 重要 な個所 で あ る 。 なぜ な ら， この 個所で は ， 神

の 創造用語 12）が 多数使用 され る の みな らず ， 神の 存在を 意識し 神を敬 う内容 13＞
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が 記 され ， さ らに は
，

「創造 主 を覚 え よ」 と訳す こ とが 可能な 言葉が 記 され て い

るか らで あ る。

　 そ こ で ， 最 終 形態 か ら導 き出 され た 中心 主題 「神 を指 し 示 す」 を ， 今度 は

11 ： 5− 12 ： 7 （8）の 角度か ら検証 し て み る。 具体的に は まず ， 既 に導 き出 され

た 中心主題 「神 を指 し 示す」と一 致す るの か ど うか ，

一 致す るの な ら 中心 主題 「神

を指 し示す」 をほ の めか す導 人 の 言葉が 存在す るの か ど うか 。 更に は ， 中心 主

題 に 確証 を与 え る よ うな根拠 が 11 ：512 ：7 （8）に 存在す る の か ど うか で あ

る

　そ の 為 に 11 ：5 −12 ：7 の 内容 に つ い て の 流 れ を ， 図 2 で 紹 介す る 。 11 ：5−

12 ：7に は
， 明 確 に α

， β， γ ， ゲ ， α
’

，   ，   ，   ，   ，   ，   ，   ，   ，

  ，  
’

，  
’

，  
’

，  
’

，  
’

，  
’

，  
’

，  
’

， で 対応す る chiastic 構 造が 見 られ る 、 そ

こ で
，

こ の 構 造 を構成 して い る対応 関係 を ど の よ うに 規定す る こ とが で きるの

か
， 図 2 を用 い て 示す こ とにす る 。

11 ：5

11 ：5− 6

11 ：7

11 ：8

11 ：9

11：10

12 ； 1

α

β

図 2　 11 ； 5 − 12　 7 の 構造

  神 の 支配 「生命 ・白然 の 始 ま り」 「若い うちは 」

  「光 は 快 い 。 匯囲を見 る こ とは 目の た め に 良い 」

  「多 くの 年生 き」

　  「闇の ［匯］を 覚勲期 （願望）

　   啌 しい 」

　　   「若い 者 ， 若い 時 ， 若い 日 々 … …楽 し め」 （命令）

　　   「圈 の 道 に ， 目の 見 る と こ ろにge　th」 （命令）

　 γ   緯 鐶 裁 巻…懸 （命令）

　　  
’

「圏 か ら悲 しみ を除巻， 身体の 痛み を除1踊 （命令）

　　  
’

「（隈曝  
’
） … …若 い 時 も ， 青春 も」

　   「空 しい 」

　 
’

「若い ［巨互1に　創造者を灘；え議 〕 （命令）

N 工工
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7
鹽
・21

　　  
’

「年を とり」

　   「［鋼 とi鑢 ， 月 と星」

β
’
 

’

神 の 支配 「生 命 ・自然の 終 り」 「年 を と る」

1 ． α   （11 ：5）一 α

’
 

’
（12 ；7）の 対 応 関係

　最初 の 創造 と最後 の 終末の 業を行 なわれ る同 じ 「神 」 に よ っ て ，    
’
の

枠組 み が で きて い る 。 α   と α

’

 
’

に は ，
「与 え る」 「行な う」 「帰 る」 とい う創

造用語が 共 に 使 われ て い る 。

・   1、 ，5 嶼 二、行 な ，） 、、 ，5　 1rp．；。 ，母 の 胎、 11 、 5 囀 、働 ， ．業、1
α

’
 

’

12 ：7　H；Pl （与 え る）　 12 ： 7 自
「わ脚 （神）　 12 ：7 胃鞳幽 （〜 で あ る）

　　　 12 ： 7mr 勒 （息 ・霊 ）　 12 ：7 「肄 冖 （塵）　　 12 ・7r コ寧冖 （地）

　　　 12
’
7 ゴむコ （帰る）2 回

ll． β  （11 ：5−6）一
β

’

 
’

（12 ：3 −6） の 対応 関係

　神 の 支配 の 始め と終 りが ， 同じ 自然界 に対す る等 し い 興味 を も っ て 対応 して

い る 。 こ の 自然 の 用 語は 隔た っ た 11章 と 12章 の 両方 に お い て ， 創造主 を想起

す る直接 の テ キ ス トを形成し て い る。

命令 の 役割

　1／ ： 1 と 11 ： 2 と 11 ： 6 に は ， 共 通す る倫理 的命令 と， そ れ に 続 く動機づ け

の 繰 り返 され た構 造 が あ る こ とで 知 られ て い る
14）

。 これ は倫理 的命令 （a） と

動機づ け （b）が 一 組 とな っ て リズ ミカル に 3 回繰 り返 され ， また 「あなたは 知

らない 」 とい う不 可知論 「隠 され た 不確 定な将来」 が 際立 つ 形に な っ て い る 。

　 「隠 され た 不 確定 な将来 」 は ， β  「生命 ・自然の 始 ま り」　 β
’

 
’

「生命
・

自然の 終 り」 で 顕著に 現れ て い る 。 β  11：5− 6 は 「神 の み業を知 らない 」 「あ

なた は い っ さい を行なわれ る」 「あなたは成功す るか知 らない 」 「うま くい くか
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

「
コ ヘ レ トの 言葉」 における 隠された神信仰　 一 225 一

知 らない 」 と ， 人 間に は 何 も予 見す る こ とが で きない こ とを語 る 。 こ の よ うに

β  で始め られ た 「生命 ・自然の 始 ま り」 を支 配 し て い る神 の 絶対性 は ， 人 間

に は 隠 され た ま ま始 め られ ， β
’
 

’
「生命 ・自然 の 終 り」 ま で 隠 され た ま ま続

く。

　 こ の 倫理 的命令は コ ヘ レ ト書全体 を 中心 主題 へ と向か わせ る とい う役割 が あ

る。 つ ま り，
「将来の 不確定性 」 と 「倫理 的命令」 の 矛盾 は ， 知 らされ て い ない

「隠 され た 不確 定 な将来」を ， 知 ら され て い ない 者 とし て ， 神 の 可能性に か けう

とい う 「倫理 的命令」 とな っ て
，

「神を指 し示 し」 て い る の で あ る。

　将来 を 知 ら され て い ない 非決定論 の も とで ， 自由意志 と 自らの 決 断 ， 将来 へ

の 責任 を託 され た人 間が
， 神の も とへ 帰 る まで 神 に可能性 をか け るがゆ えに ，

労働 へ の 命令が可能 な もの とな るの で あ る。

　そ して ，
これ が ま さに コ ヘ レ トが掲げ る 「神 を指 し示 す」 とい う中心 主題 に

由来 し て い る． 将来 を知 らされ て い ない 者が γ   「神の 裁 きを知れ 」 （11 ：9）

とい う勧告に よ っ て 「神 を指 し示 され 」， 神 に 可能性 をか け る将来 へ と檄 され る

の で あ る
15）

e す な わち ，
「隠 され た不 確 定 な 将来」 は

，
「神 を指 し示す」 こ とを

中心 主題 とす る根拠 とな っ て い る。

III．   （11 ：7）一  
’

（12 ：2） の 対応 関係

　  （11 ：7）［亟廻
一
嚇 点 カ ロ，塁励 コhtOl鐵鱒 P5瑚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［灘 は快瞭。医囲を見 るの は 目に 黒瞭．」

　 
’

（12 ：2）覚勲勲 鯲 ワ憐繍

」

［亟1司町吻〔　N5 「嚇 「U

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「［i囓 ， 瀦， 月 ， 星客が 暗 くな る前に 」

　   
’
共に

， 太陽 ， 月 ， 星 の 光は 人間 の 活動 を明 る くす る良 い 物 で あ る とい

う認識 に立 っ て い る 。 そ し て ， それ を活か し て 積極的な生命 の 活 動へ と促 し て

い る。 こ の 奨励 の 意向 と， 同
一

語彙が   一  
’

を拘束 して い る こ とか ら， 対 応 関

係を規定す る こ とが で き る 。
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IV．   （11 ：8）  
’

（12 ：1） の 対応 関係

　　　　　　　　　　　　　　
一
〇寧 均　「し か し ， 鑾鱗嫐 團 鬢∴盤蜜霑蕨謙驚て も」

 
・

（・2 ・1） 翻 覇 ・卿
・

購 ・：
一

勲 望鼎

　　　　　　　　　　　　　　　　「悪 し き日々 が 来 る 前に ， ［翻 羅勝 轟 前 に 」

　   
’

は 共 に ， 長生 きし た と きの 事を仮定条件 と して 語 っ て い る 。

  （11 ：8）撫継：》∋Z 　 　 　 　 「そ の 全て に お い て 自分 を靉獄轄 て も」

 
’

（12 ：1）鱒靆ロ弾
’》

一
樺 「律  環§　　「わ た し に は何の 憲麟 もない 」 と言 う，

　こ こ で ， 真 実な喜び に つ い て 無知で あ るな ら， 長 生 き も空 し い こ とで あ る と

語 る。 つ ま り，    
’

の 快 い 様 々 な光も ，    
’

の 長 寿 も， 喜び も ， 最終的 には

  「闇の 日々 も数多 くあ る こ とを覚 え よ」  
’

「創 造者 を覚 え よ」 と言 う命令の

前に ， 快楽 の 限界 を知 らされ るの で あ る。 それ は 同じ く創造 の 神 の 裁きの カへ

と繋が っ て い く。

　そ こ で コ ヘ レ トは ， chiastic 構造 か ら も分か る よ うに，    
’ ・ ・→    

’

→  

 
’

→    
’ ・・か ら ，

い よい よ chiastic の ク ラ イ マ ッ クス とな る 中心  へ と向か

わせ る 。 それ は
， 限 りあ る も の か ら ， 永遠 な もの へ

， 不確実な もの か ら， 確か

な もの へ と， 我 々 を   「神 の 裁 き」 の 焦点 へ 向か っ て 召集す るの で ある。

　   
’

11 ；8 と 12 ：1 に は 「年」 が 対 応 し て い る 。 pericope11：5
− 12 ： 7 内に

は 「年」 が ，
こ の 2 個所 に お い て 登 場 して い る が

，
そ の 他 に も 「時」

／6） に つ い

て の 言及 は 特徴的で あ り， 次の よ うに あ げ る こ とが で きる 。

　   
’
11 ： 8 ， 12 二 1　「年」　　　　    

’

11 ： 8 ， 12 ： 1，   12
’
1，   11 ； 8 「日」

　   
’
11 ： 9 ， 11 ： 10 「若い 時 」　　    

’

11 二9 ， ］2 ： 1 「若 い 日 々 」

　 
’

 
’

 
’

12 ．1， 2， 6 「〜ない 前 に」

　こ れ らの 特徴 的な 「時」 の 言及 は
，
11 ：5− 12 ：7 の pericopeに 時間的枠組み

を形成 す る 機能を果 た して い る rt こ れ が ， 中心 主題へ 関連 を 持 っ て機能 し ，
「神

を指 し示す 1 作用 を果 たす こ とに な る 。 こ の 検証 に つ い て ， 考察 を さ らに展 開

した い 。
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V ．   （11 ：9）  
’

（12 ： 1）の 対応 関係

  （11 ： 8） n・；：Tl晦 抑
「

爭 》旃 厘］
一
琳 龜 黐 　顕望

　　　　　　　　　　　　　　　 「暗闇の ［亘≡ヨも数多 くあ る こ とを

 
’

（12 ： 1）領 「nn4 ［llllElll］　勝 「 ニ
ー
h箏戴謙　　　愈金

　　　　　　　　　　　　　「あなた の 若い ［亘ヨに ， あ な た の 創造者 を覚舞よ 。 」

　動詞 （願望 ， 命令） は ， 読 者 の 関心 を chiastic 構 造 の 中心 へ と 向か わせ て い

る．     の 他 に ，    
’
も動詞 自身の 対応 を もたせ なが ら， 中心   へ と召集 し

て い る。

11 ： 8

11：9

  　闇 の 日 々 を　舞 覊爨　づコ跡 （願 望）

  　あなたの 心の 道 に歩み ， あなた の 両 目の 見 る とこ ろ に赫徳　nhm（命令）

  神 の 裁 きを獅攤 y；？（命令）

11 ：10  
’

あなた の 心か ら悲 しみ を縫ぱ ， あなたの 身体か ら痛みを除 障

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「讃 目，「帶切 （命令）

12 ：1  
’

若い 目に　創 造者を覚髭壌　 「∋p （命令）

　   
’

は ，   「歩め」 （命令）が 
’ r除け」 （命令）で 対 に な っ て い る 。

　   
’

は ，   「覚え よ」 （願 望 ） と 
’

「覚え よ」 （命令） で 対 に な っ て い る 。

そ し て
，

これ らの 関心 は ，   「知れ 」 （命令）に お け る 「神 の 裁 き」 へ 召集 し ，

中心 主題 「神 を指 し示 す 」 こ とに 集中 され て 行 く。

　特徴 的な 「時」 の 言及 「年」，
「日」，

「〜 な い 前 に 」 等 の 時 間的枠組 み と
， そ

れ に お い て 展 開 して い る動詞 （願 望 ， 命令）は ， 共 に 中心 主題 「神 を指 し 示す」

こ とへ と我 々 を召集す る集 中構造 の 役割 を果 た し て い る 。
つ ま り， 動詞 （願 望 ，

命令） と時 間的枠 組み が切 り離 せ な い 関係 で ， pericopeの 構 成要 素 と し て 結 び

つ き ，
「〜 な い 前 に 」 に よ っ て 際立 たせ る明暗に お い て

， 動詞 （願望 ， 命令）が

神 の 存在 を明 らか に し ， 最終的 な中心 主題 へ と導 い て い るの で あ る 。

　こ の こ とは ， 中心 主題 が 「神 を指 し 示す 」 で あ る こ とに
， 十 分な根 拠 とな り

うる重 要な構成 要素 で あ っ て
， 中心 主題 に さらな る確証を与えて い る。
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W   （11 ：9）一一
 

’

（11 ：10） の 対応 関係

11 ： 8 　   ［空互！］』抑

11 ： 9　　   蘿 邑爭  自
・

趣 甲『箏
・

韋1＿＿ Y7 ？

11 ： 10　  
’

匡亶］う亭亭

　 こ の 「空」 の 対置も，
「神を指し 示 す」 こ とへ 向けて の 集中構造で あ る こ とは

言 うまで もない 。

vr．   （11 ：9）一  
’

（11 二 10）の 対応関係

  若 い 者，若 い 時，若い 日 々 　 ・ 　 rnna
，

・
・o、「5・二

， 『ゆ「nn孕
・
ゆ皐 ＿＿ 瀬毒

　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　（命令）

　　　　  神の 裁 きをi翻轟 ＿＿ 臻灘 （命令）

 
・

（除け  ）
・一

勲 1鄭 青春 も （嬾 輝闘 齢 ））＿ nn「噛 圃
　時間的枠組み 「若い 時 」，

「若い 日々 」 にお い て
， 動詞 （命令）が

，
「神 を指 し

示す」 中心主題 へ と召集す る集 中構造 は
，

こ こ で も見 られ る 。

皿 ・   （Qoh11：9）  
’

（Qoh11：10）の 対応 関係

  丁翼 糊 亭・ 國 物 亭糠 …

　　   囀 靼 朗 5韆凹 糊 ．＿．．鸚

 
・

禰 壊 ・購 酬 画 。 ∋轍
  あ な た の 圏 の 道に ， あな た の 亘巨の 見 る とこ ろ に歩め1 （命令）

　　   神 の 裁 きを灘編 （命令）

 
’

あなた の 圈 か ら悲しみ を除獻　あなた の 身二倥か ら痛み をi除灘 （命令）

　  「心」 と  「心」 の 対応 ，   「目」 と 
’
「身体」 で ， 体 に つ い て の 対応 が

見 られ る 。
こ こ で も動詞 （命令） の 役割は   「歩め 」，  

， 「除け」 が 対 に な っ

て ， chiastic 構 造 の 中心  「知れ 」 とい う 「神 の 裁 き」 へ 召集 し ， 中心 主題 「神

を指 し示 す」 こ とに 集 中し て い る こ とが 分か る 。

　 コ ヘ レ トは全 て の 身体 を活用 し ， 日に従 い ， 心 を尽 くして 「喜び」 を全身で
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得る よ うに 勧め る 。 こ の 「喜び」 に伴 うの は ， 神 が 人 の 行 為を 裁 く とい う確 か

な知 識 で あ る 。我 々 が 希望 を置 く神 ． こ の 神が
， 裁 く とい う確 か な知識 は ，

「喜

び 」 を抑制す る もの で は な く， 逆 に そ れ を強調 し方向づ け るね らい が ある 17）
。

　従 っ て ， こ こ まで 語 られ て き た コ ヘ レ トか らの 「心 の 道に 歩 め 」 「目の 見 る と

こ ろ に 歩 め」 「悲 し み を除け」 「痛み を除け」 とい う 「喜び 」 へ の 命 令 は
，

「喜

び 」 を神 の 賜 物 と し て 受 け とめ る こ とを勧め て い るの で あ る ． しか も， その 先

に あ る我 々 が希望 を置 く神 。 こ の 神 の 「裁 き」 を覚え る こ とは 「喜び」 の 根拠

とな る ゆ え に ， コ ヘ レ トは神 の 裁 き の 確 か な知 識 を 「知れ 」 と命令 して い る の

で あ る 。

　すなわ ち ，
こ の コ ヘ レ トの 意 向は ，

「神 を指 し示 す 」 とい う中心 主題 へ と召集

す る chiastic 構造に お い て ， 構造の 中心 に 引き寄せ られ る程 に 命令が集中して 現

われ る こ とで ，
「神の 裁 き」 を 際立 た せ て い る ．

IX． γ ，   （11 ：9） を 中心 とす る chiastic 構造

・ ，   囀 筍3 自・伽 ヨ箏
・

蕁1均雛
一
励 ＃

・

孕韈
γ ，   し か し ， 鰯 れ 。 こ れ ら全 て の こ とに お い て

， 神が あなた を裁 きに導 くこ とを 。

　 コ ヘ レ トの 最終的 に 見 つ め て い るの は
， 始め で あ り終 りで あ る ， 創造主 な る

神が 実行す る確 か な最後 の 裁 き 18） で あ る 。 こ れ を 「知 る」 者は ，
「喜び 」 を も

っ て 人生 を謳 歌す る こ とが で きる
19）

n そ の 為 に 「神 の 裁 き」 とい う極 点 は ， そ

れ を囲む 命令 に よ っ て
，

「喜び 」 を獲得す る為の 「神 の 裁 き」 の 知識 へ と我 々 を

導 くn よ っ て
， 命令 が集中す る chiastic 構造の 中心 に 向け て 「神 を指 し 示す」

エ トス は 増強 され， こ れ まで所 々 で ほ の め か され た 中心 主 題 は ， こ の 「神 の 裁

き を知 れ 」 の 命令 に よ っ て 最高度 に明 らか に され る の で あ る 。
つ ま り，

コ ヘ レ

トは意 図 的に chiastic の フ ォ
ー

カ ス を 中心 主題 「神 を指 し 示す 」 に 向 けて い る

の で あ る 。

　 こ の よ うに 11 ：5− 12 ：7 は ， 統語論的な構成 と chiastic 構 造 の か な り精 巧 な

計画 を通 して
， 途 中で 重 要な人 間の 制 限条件を指摘し つ つ

， 神 の 裁 きが 「神を

指 し示 す 」 中心 主題 へ と導 く構造 を も っ て い るの で あ る 。
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　第 4 節 　フ レデ リクス ， オグデ ン ， ヴ ィ ッ ツ ェ ン ラ
ー トの 違 い

　12 ：1− 7 の 謎 めい た 内容 か ら ，
こ の 個所 は隠喩で 捉 えた り，

allegory 　
20） で 捉

え る とい っ た 内容的 な解釈 に大 き く依存 して きた 。 それ に 対 し て ， フ レ デ リク

ス
， オ グデン は ， 語彙 ， 統語論 ， 修辞学か ら構造的な枠組み を確立 した 。

　しか し
， ヴ ィ ソ ツ ェ ン ラ

ー トの 構造 分析 を用い て 完成 させ た オ グ デ ン
21）

の 構

造 には
， 不十分 な点 が 見 られ る。 そ れ は ，

こ の 構 造 の 図式 を見 る と明 らか で あ

るが ， 12 ：38 の 構 造が 過 小 に 評価 され ， 1／ ：7− 12 ：2 に偏 っ た構成 とな っ て

い る とい う点 で あ る 。
つ ま り， こ の 構造 は 12 ：38 を 除い た お お ざ っ ぱ な構成

で 完成され て お り，
11 ：712 ：8 を pericopeとし た場合 ，

コ ヘ レ ト書 に適応す

る 明確 な構造 の 決定は完成され て い ない と言 え る 。

　次 に登 場 し た の が フ レ デ リク ス で あ る 。 彼 は ， 11 ：3− 12 ：2 の 範 囲で 「雲 と

雨 」
一 「裁 きの 神」　　 「雲 と雨」 とい う 11章か ら 12章 の 自然 の 描写 を分 離す

る こ とな く， 気象学 的 22） な 見方 か ら見事 に 整 っ た chiastic 構造を見 出し た
23）。

　こ こ で 彼が 強調す る の は 「雲 と雨 」 で あ る． 彼 の 主 張す る chiastic 構造 の 最

初 と最後 は A 「雲 と雨」， A
’

「雲 と雨」 で 対比 され て い る 。 自然 の 描写 の 最初か

ら最後 を通 し て ， 神 の 時 に お け る権威 が 自然の 終 りと人 間 の 寿命 を決定 し ， そ

れ が 恐ろ しい 「雲 と雨」 と し て 迫 っ て くる の だ と解釈す る。

　し か し ，
こ の chiastic 構造 が 与 え る コ ヘ レ ト書全 体へ の 影響力 を考 え る時 ，

不 1一分 な点 が 見 出 され る 。 それ は ， フ レ デ リク ス の 主 張す る chiastic 構造 は ，

11：3− 12：2 内で 見事に整 っ た 内容で 完結 し て い るが ， そ の た め に ，
こ の pcricope

の み の 孤 立 した構造 に終始 して し ま っ て い る とい う点 で あ る。 つ ま り ，
コ ヘ レ

ト書全 体 を通 して 主 張 す る主題 か ら無 関係 に ， こ の 個所 で し か 妥 当 しない 孤 立

し た メ ッ セ ー ジ性 の 弱い 構造を選 び 取 っ て し ま っ て い る。彼 は 「雲」 「雨」に注

日し ， 老 年 ， 寿命 ， 死 に重 点を置 くが
，

こ の pericopeに お け る コ ヘ レ ト書全体

へ の 役割に 注 目し なければ な ら ない 。

　以 E の 結 果か ら ， まずヴ ィ ッ ツ ェ ン ラ
ー

ト，
オ グデ ン が 示す構造 は ， 12 ：3−

8 が 欠け る不 十分 な分析で ある こ とが分か る 。

　そ こ で ， 今 回 ， 我 々 が 行 っ た 構造 分析 は ， 11 ：5− 12 ：7 を pericope と し ， 11
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章を含め構造 分析 の 範囲は 大 き く， 後 半の 12章 を支 え る こ とが で きた 。 また ，
こ

れ まで 12 ：17 が 多 くの 曖昧 な部分 を持つ た め に ， 不 明瞭 な所 は省か れ て 分析

され て きた が ， 今 回 ， そ の 不 明瞭 な個 所は ， 不 明瞭 な個所 同士 の 対応 が確 認 さ

れ ， 前方 と後方に し ・
） か りと対 応関係 の あ る chiastic 構造 が 見 出 され た c

　また ，
フ レ デ リクス の メ ッ セ ー ジ性 の 弱 い 構造 に対 し て ， 今回我 々 の 見 出し

た 11 ：5− 12 ：7 の chiastic 構造 は ，
コ ヘ レ トの 中心 主 題 か ら浮か び 上 が っ た

pericopeの 範囲 内で の chiastic 構 造 で あ る た め ， 確 実 に 中心 主題 を備 えた構造 分

析 を行 な うこ とが で きた 。

　従 っ て ， 今回 の 構造 分析 で ，
こ れ まで の 各研 究 に よ る構造 の 不足 を補い つ つ

，

コ ヘ レ トの 中心 主題 か ら逸脱す る こ とな く， pericopeの 根 拠 も維持 し なが ら，

pericope全体 の 対応 関係 を網羅 し て ， 中心 主題 へ と導 く chiastic 構 造 を掴 む こ と

が で きた の で は ない だ ろ うか 。

第 5 節　主題 か ら 12 ：1a 『
「

寧り气z （ボー レエ ー カ ー）を 「創造 主 」と訳す可能性

　本 論 文 で は コ ヘ レ ト書 の 中心 主題 とそ れ を備 え た構造に つ い て 検証 して き

た 。 そ の 結果 ，
コ ヘ レ ト書後半部 に は 「神 を指 し 示す 」 とい う中心 主題 の 示唆

が存在 し，chiastic 構造に よ っ て い よ い よそ の 中心 は 「神 を 指 し示す」 とい うク

ラ イ マ ッ ク ス へ と集 中 され て い くこ とが 分か っ た 。

　そ こ で ，
こ の 論 文で 明 らか に され た 中心 主題 ， chiastic 構造 に 基づ い て

， 最後

に
一

つ の 非 常に 困難 な解釈上 の 問題 に取 り組み解決を 試み る。

　それ は ， 旧約聖 書全体 に おい て も特殊な 12 ：1aの Tpt．　lhコ （ボー レ エ
ー

カ
ー ）

の 解釈 で あ る 。 これ を読 み解 くこ とは
， 創造 世界全体 に 向け られ た コ ヘ レ ト 自

身の 懐疑 の 理 由 と ，
コ ヘ レ トの 描 く終末 的世 界観 を読み解 くこ とに も 槃が る 。

［llT 寧丁二 （ボ
ー

レ エ ー カ
ー

）の 読み 替 え につ い て

　12 ：1a の 丁寧丁コ （ボ ー レ エ ー カ
ー

）は m ユ （パ ー ラ
ー

） 「創造す る ・ 形づ く

る ， 切 り出す ， 太 らせ る 」 の カル ． 分 詞 ．複 数 サ フ ィ ッ ク ス 2 人称． 男 ． 単

数 合成 が用 い られ て い る 。
こ の 形 は

， 旧約聖 書 中こ の 箇所 の み で あ り ， 非 常
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に特殊 な使 われ 方で あ る 。 そ こで
，

こ れ を 「あな た の 創造主 た ち」 と訳 そ うと

す る時 ， 様 々 な議論が な され る の であ る。

　なぜ な ら，
コ ヘ レ ト書 に お い て 「あな た の 神」 を表現す る と き，

o「訪羃
24）

（エ ロ ヒ ー ム ）を使用 し ， 全体 で 40 回 も使用 され て い るか らで あ る 。 で は
， な

ぜ 12 ： 1a で の み ， 「
「

寧り旭 （ボ ー
レ エ

ー
カ ー ） ［カル ． 分 詞 ． 複数． サフ ィ ッ ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　 ロ　　 　 　　 　

ス 2 人称 ． 男． 単数 合成 「あなた の 創造 主た ち」］と言 い 換え が突然 され るの

で あ ろ うか 。

　こ の 釈義上 の 障害 を ， 合理 的に 解釈す るため に 丁寧りrコ （ボ ー
レ エ ー カー ）25）

の 読み 替えが 試み られ て きた e

1
， 「

「

騨 Σ （ボ ー レ エ ー
カ ー ）は 語根 の 基本 的 な意味 は 健康 を示 す もの とし ，

「あなた の 健康 」 と訳 す 劉 。

2， 『
「
「「： （ボ ー レ ー

カ
ー
） とし 「あな たの 活力」 と訳す 27）

。

3， 可「「ユ （ボ ー
レ カ

ー
）は BHS ア パ ラ タス で は 「あなた の 穴」 とい う訳語が 提

案 され て い る ．
「穴」 は 「墓」 を 意味 し ， 12章で 「死 」 を連想 させ る もの とし

て 訳す
L’8）

。

4， 「rN ： （ベ エ ル カ ー ）は 「あなた の 井戸」 と し ， 12 ：6rfi2 「井戸」 を示 唆す

る もの とし て 関連づ け ，
「井戸 」 と訳 す。 箴言 5：15で は 「井戸」 が 妻の 比 喩 と

し て 用 い られて い る こ とか ら，
「あなた の 妻」 と訳 す

L’9）、

5， n”il．　liz（ボー
レ エ ー カ ー ）は 付加 で あ る と考 え ， 文 脈上 整 合性 を欠 くもの と

し て
， 取 り除い て 解釈 す る

3  。

6
，

コ ヘ レ トは ， これ ら全 て の 解釈の 余地 をわ ざ と持 たせ ， 複数 の 意味で 捉 え る

こ とがで きる よ うに 書 か れ て い る 31）。

圍　勝 り1コ （ボ ー レ エ
ー

カ ー）の 用法 を ， 旧約聖 書全体 か ら探 る

　で は ， ど の 解釈 が コ ヘ レ トの 真 意で あ るか 読み 解 くた め に
， まず 可

「

騨 ユ （ボ

ー
レ エ

ー
カー ）の 語根 N「コ （パ ー

ラ
ー

）に着 目して み る D

　 Nna （パ ー
ラ

ー ）は ， 旧約聖書 中 54 回 の 使用 が 確 認 され る。 そ の うち 51 箇

所で m コ （パ ー
ラ

ー
） は ，

「創 造す る」 で 使用 され て い る 3L）
。 さ らに ， 主語 は
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必 ず ，
「圭」 で あ り 「神」 で あ る 。

つ ま り 「創造す る」 と意 味 を 取 る と き ， 常

に ， 主 ， 神 に 関 して用 い られ る単語 で あ る 。

　次に
， 可

「

騎 池 ［カル ． 分詞 ．複数 サ フ ィ ッ ク ス 2 人称． 男． 単数 合成 ］

の 用法 で あ る が ， こ れ は ， 旧約聖 書中， 唯
・
コ ヘ レ ト 12 ： 1a で 現れ る ． し か

し ， 旧約 聖書 中で の Nr二 （パ
ー

ラ
ー ）：黛講は 13 回使 わ れ ， 全 て 神に 関 し て 使

用 されて い る
33）

。 その 内イザヤ 43 ： 1 とコ ヘ レ ト 12 ：1 で の み 同 じ用 法が 用 い

られ て い る 。 こ の 2 つ を比 較 して み る 。

　イザ ヤ 43 ： 1 は ， ［カル ． 分詞．i爨熱サ フ ィ ッ ク ス 2 人称 ． 男． 単数 ］聡づ且

Mn？「主 は あな た を創造 す る者」 と訳す 。

　しか し ，
コ ヘ レ ト 12 ；1 は ， ［カル ． 分詞．穣数． サ フ ィ ッ ク ス 2 人称 ． 男．

単数］丁寧「悒 （ボ ー レ エ
ー カー ）で あ り， イザヤ 43 ：1 の 分詞 ．導鏃に対 して ，

コ ヘ レ ト 12 ： 1で は 分詞 ．複 数が 用い られ る とい う違 い が あ る 。 けれ ど も ，
こ

の 複数 は 「尊厳 の 複数」
34） と理 解 し ， 単数 と見 なす こ とが 可能 で あ る． なぜ な

ら， 複数形 の ロ
h論婆 （エ ロ ヒ ー ム ） と意味が

一
致す るか らで あ る 。

　さ ら に ， N「Z （パ
ー

ラ
ー） の 使用 の うち ，

「創造主」 と訳す 笛所 は ， イザヤ

40 ： 28 ［カル ．分 詞 ． 男． 単数 ］ N：　ftコ （ボ ー レ ー ） 「創造 者， 創造 され た 方」，

イザヤ 43 ：15 ［カル ． 分詞 ．男． 単数 1N ：ha （ボ
ー

レ
ー

） 「創造主 」 の 2 箇所

で は っ き りと確 認す る こ とが で き る 。

　 こ の よ うに
，

旧約聖 書の 他 の 諸文書 で の 用例か ら確 認 され る これ らの 要因か

ら，
コ ヘ レ ト 12：1　n”Pt．　1「コ （ボー レ エ

ー
カ

ー） は ，
「あ なた の 創造者」 と解 釈す

る可能性 が現 れ た 。

圈 創 造用語 とし て の Nnz （パ
ー

ラ
ー ） （丁騨 3 ボー レ エ ー カ

ー
）の 役割

　 旧約 聖書 に は ， イ ス ラ エ ル 特 有の 創 造用 語
35） が存 在 し ， 主 に 目  36） （ア ー

サ ハ ） 「行な う， 造 る 」， ln：　37） （ナ
ー

タ ン ） 「与 え る」，　 N「
「 38） （ヤ レ

ー ） 「畏れ 」，

Nr2 　
39）

（パ ー
ラ

ー ） 「創造す る」 が そ うで ある 。 こ の 創造用語 は ， 1 〜 3章の 前

半 と， 11 〜 12章 の 後 半に 集 中し て 現れ て い るの が コ ヘ レ ト書 の 特徴で あ る 。
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　貫鋤 「行 な う， 造 る」 と ，
Nr ” 「畏れ 」 の 使 用 は

， 神が 創造 を 「行 う」， 神の

「行為」 が 暗示 され ， それ は 畏れ られ る神 の 行為 で あ り， 神 へ の 畏敬 を含む用い

方が な され て い る
4ω 。特 に 12章 に お い て ， 神 が 霊 を与 え Tn；， 神 が行 い 冖 

，

それ ゆ え神 は 畏 れ られ る N「
「 と

， 神を 主語 として 使用 され て い る 。

こ こ で 註 目し た い の は 鷙 （ゼ コ ー
ル ） 「覚え る 」 と［到 （イ ェ ラ

ー ） 「畏

れ る」 の 使 用 で あ る。 こ の 2 つ の 動詞 は ， 関連使用 の 特徴 （イザヤ 54 ：4， イ

ザ ヤ 57 ；11， 詩 篇 111 ：5）が あ る動詞 と して 捉 え る こ とが で き る
4D

。 こ の 特

徴は ，
コ ヘ レ トに お い て も類似 して お り ， 12章以外 に

， 5 章で も似た もの が確

認 され る。

5 ・6 ［i弸朗 5脚
一
nN r神を圃 よ」

　5 ： 19 騨 麿禰 ，h　　 r（人 生 を） くよ くよSC
’
tt・tsい （神が 喜び で 満たす か ら）」

従 っ て ・ こ の 連徽 用 か ら 12 ・5 画］（イー
ラ

ー
ウ

ー
）「畏れ」・ 12 ・ 13團

（イ ェ ラ
ー ） 「畏れ 」 と 12 ：1寸寧り憶

一
琳 噛 1 （ゼ コ ー

ル 　エ ト　ボー レ エ ー
カ

ー） 「あな た の 創造 者 （？）を覚 纛よ」 が 意味 上対 応 して い る と考え て もおか し

くない 。

　これ に よ っ て
， ヨ誉蕩ぞ（ボ ー レ エ ー

カ
ー

）の 神 との 関連は 強め られ る ．
「創造

重 を覚え よ」 と解釈 す る可 能性 は 大 い に あ る。

圈　甥 （ゼ コ ー
ル ） の 特徴

　創造用 語 と ， 灣 （ゼ コ
ー

ル ） の 使 用 か ら ， 丁寧り旭 （ボ ー
レ エ

ー
カ

ー
）の 神

との 関連が 色濃 くな っ tgAS， よ り確か な 鵞 コ）等（ボ ー
レ エ

ー
カ ー）の 解釈 に 踏

み込む た め に
，

こ こ で 遡 （ゼ コ ー ル ）の 特徴 を取 り上 げ たい 。

　 r帯 （ゼ コ
ー

ル ） は 過 去 の 出来事 にお い て
， 神 とイ ス ラ エ ル ， ま た は イス ラ

エ ル の 民 との 関係性 を表現す る為 に用い られ る
42）

。

　 づ⊃τ （ゼ コ ー
ル ）は ， 神 との 応答 関係 で 使用 され ， 神 との 関係 の 回復 ， 絶望

の 中で の 過去の 出来事 の 想起 と し て 用 い られ て い るの で あ る 43）。それ ゆ え
，
12 ：

1aに お け る nbT （ゼ コ ー
ル ） も ， 神 との 関係 を表現 し て い る と見なせ るで あろ

う。 さらに ， 12 ： 1 丁騨 ユ
ー
琳 「潮 （ゼ コ

ー
ル 　エ ト　ボ ー レ エ ー

カ
ー ） 「あ な
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たの 創造 主 （？）を覚え よ」 の 前に 11 ：5 「全 て の 事 を創 られ る 神」 と記 され

て お り， 創造者 とし て の 神 認識が あ る こ とは 見逃せ ない 。

　以 上 の 考 察 か ら ， 12 ：1 に お け る 「⊃1 （ゼ コ ー
ル ）は ， 神 との 直 接 的な関係

が 「創造 主を 覚え る」 こ とに お い て 可 能 とな る とい え るで あ ろ う。

詞　コ ヘ レ ト書の 構 造 と中心 主題 か ら 丁騨 二 （ボ ー
レ エ ー カ ー ）の 解釈 へ

　本論文で は ，
コ ヘ レ ト書に終始

一
貫 して 流れ る 「神 の 創造 と終末 」 パ タ

ー ン

と ， そ の 構造 の 根拠 とな る 「神 を指 し示す 1 とい う中心 主題 の 存在を明 らか に

し ， 立証 して きた 。 そ れ ゆ え ， 当然 轡 り「コ （ボ
ー

レ エ ー カ ー ）の 解釈 もそれ と

関係す る と見 るの が 妥 当で あ る 。
つ ま り 「神 の 創造 と終末」パ タ

ー
ン

，
「神 を指

し 示す 」 中心 主 題 か ら考 え る と ， 丁寧「、コ （ボ ー レ エ
ー

カ
ー ） を 「創造主」 と解

釈 す る こ とが 正 し い で あろ 銚

圈　『
「lt．　lha （ボ

ー
レ エ

ー
カ

ー ） 「創造主」 と捉 え る コ ヘ レ トの 神 認識

　以 上 の 諸検 討か ら 丁騨 邑 （ボ ー レ エ
ー カ ー ）は 「創造 主 」 と解 釈す る こ とが

適切 で あ る と結論す る 。 こ れが ， 文脈上 最 も相応 し く ，
コ ヘ レ トの 意 図 と

一
致

す る見解 で あ る。

　確か に ， 12 ： 1 可
「

寧り「二 （ボ ー レ エ ー カ
ー ） は ， 旧約聖 書 中唯一 こ の 1箇所 だ

けで あ り， 解 釈一E非常に 困難で 特殊 な用 例で あ る 。 だ か らこ そ ，
こ こ に コ ヘ レ

トの 意 図的な もの が 存在す る 。
コ ヘ レ トは ， 12 ： 1丁騨 二 （ボ

ー
レ エ

ー カ
ー

）

が 持 つ
， 複数 の 意味 を あ らか じ め 認知 して い た で あろ う。 また ， 墓 ， 井戸 な ど

の 読み 替えが 可能で あ る こ とも知 っ て い た で あろ う。 敢え て ，
コ ヘ レ トは複 数

の 意味 に よ る 読み 替 え を期待 し て 用 い た の で は ない だ ろ うか 。 要する に
，

い く

つ か の 可 能性 を持 たせ ， 複数の 解釈 で 読 め る 不可解 な特殊性 を 際立 たせ
， 意 図

的に 読者に混 乱を 与 えて い るの で は な い だ ろ うか 。

　なぜ な ら ， 神 の 存在 それ 自体が 非常 に 不 可解で あ り， 謎 めい て い るか らで あ

る 。 そ れ を ，
コ ヘ レ トは ， 謎め く特殊 な 丁騨 且 （ボ ー

レ エ
ー カー ） 「創造 主」

に よ っ て ， 表現 し た の で あ る 。 現 実 に こ の 世 で 生 きる 我 々 が ， 神 を 見 出す こ と
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が で きず ， 時 に厭 世 的 に ， 時に懐疑主義 に 陥 り生 きるほ か ない こ とを ，
コ ヘ レ

トは 知 っ て い る の で あ る． そ れ ゆえ ， 創造 主 を簡単に表 現 し て し ま うの で は な

く，
こ の 謎 め い た 不 可解な用例 に 秘 め させ て ， 不 可解 な創造主の 存在を 丁寧り愉

（ボ
ー

レ エ ー カー ） とい う表現 に 託 し た の で あ る。

　こ の 特殊 な用 例 で ， 解釈 し難 く表 現 す る こ とに よ っ て
， 神の 存在の 秘儀　神

の 創造の 業一 を見極め るこ とが で きない こ とを ， 我 々 に は っ き り強調 し訴 えて

い る の で あ る 。 こ れ が コ ヘ レ トの 描 く神 認識で あ る 。

結　論

　現代社会は ，
コ ヘ レ トの 生 きた世 を彷 彿 させ る 。

「コ ヘ レ トの 言葉」 に 描き出

され た 社会 の 矛 盾や 困難 権威 に へ つ ら う人 間の 姿 と無常観 は
， そ の まま現代

社会 に お け る ， 人 間存在の 根拠 を照ら し 出 し て い る の で は な い だ ろ うか 。 コ ヘ

レ トは
，

「神」 と 「空 し さ」 の あい だで 極 め て 深 い 思 索を行 な っ た 。 彼は とこ と

ん 人 間の 悲惨を 描い た 。
「空 の 空 ，

い っ さい は 空 で あ る 。 」 我 々 は ，
こ の 無価値

無存在感に 困惑 し戸惑 い なが らも ， 全 て の 肉な る者 の 儚 さが ，他 の 何よ りも我

々 の 心 を激し く打 つ こ とに 同意せ ず に は お られ ない 。 すべ て を無に 帰して し ま

う恐 るべ き 「空 し さ」 が
， ま さに人 間に よ る計画 の 中心 に 襲い か か る 。 そ し て

結局 は 「す べ て は空 しい 」 とい う告知 に よ っ て ， 地位 とカ の 差異 の 全 て が 取 り

除かれ て し ま う。 とこ ろ が コ ヘ レ トは
，
こ の 恐 るべ き無価値無存在感 に よ っ て ，

神 の 臨在 の 意識 に反 応 した。 不信仰の 潜む こ の 人 間の はか な さの 実感が ， 絶望

へ と通 じ る の に対 して ， 彼 は そ こか ら ， 揺 らぐ こ との ない 唯
一

の 確 か な もの に

出会 っ た の で あ る 。
コ ヘ レ トは 「す べ て 徹底的に 行 え」と言 う。最善を尽 くし ，

うま く行か ない 。 そ し て
， すべ て の もの が 崩れ る 「空 しい 」 瞬間 を味わ う。 人

間の 努力 を否定す る論理 で は な く ， 人間 の 限界 を認識す る まで ， 知的活動を徹

底す る こ と 。 知 恵 の 限界 を知恵 自身が 認識す る こ と。 そ し て ， こ の 極 限の 認識

に お い て
， 神 を知 り

， 知恵 の 尽 くされ た とこ ろで 神 と出会 うと，
コ ヘ レ トは 考

え るの で あ る 4・1）。
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　本論文 を要 約す る と ， 第 章 で は ，
コ ヘ レ ト書に存在す る 中心 主題 「神 を 指

し 示す」 を見 出 し た。 そ して ，
コ ヘ レ ト書全 体の 構造 は ， こ の 中心 主題 へ 向か

っ て 規則 的な意 図を持 っ て 組み立 て られ て い る こ とを明 らか に し た 。 更 に ， 第

』 章で は ， 11 ： 5− 12 ：7 の chiastic 構造が ， 中心 主題 「神を指 し示す」 へ と導い

て い る こ とを明 らか に し た 。

　本論文 の 研究 に よ っ て 見出 され た 中心主題 と構造か ら ，
コ ヘ レ ト独 自の 世界

観 が 明 らか に され た 。 特 に ， 終末思想で ある 。 彼 は人 間の 終局に 至 る まで 徹底

し て 神 に望み をお き，
コ ヘ レ ト独 自の 終末 思想 を示す 。 預言 者 イザ ヤ には ， 定

ま っ た終わ りの 時が あ る 。 メシ ア を待 ち望 み ， 終末 に望 みお き， そ こ へ 向か っ

て す べ て の 時 が 流れ て行 く 。
コ ヘ レ トも同 じ く人 問の 終局 を神 に あずける ． し

か し コ ヘ レ トは ， 定ま っ た終局 を知 らず ， 来 て は去 る 幾代 もの 人 間 た ち ， 太陽 ，

風 ， 海に流れ入 る川 ， 果て る こ とない 単調 な繰 り返 しの 世界 を描 くの で ある 。

しか し ，
「神」の もとか ら ，

「神」の も とへ と繰 り返 す 。
コ ヘ レ トは メ シ ア に 向か

っ て 時が 流れ る終末 を知 らない 。しか し ，彼 は 「神」の も とか ら 「神」の も と へ

と向か うの で あ っ て ， 神か ら少し も逸脱 しなか っ た n こ れ が コ ヘ レ トの 極 め て

強 固な信仰か ら描 く神 を 中心 とす る世界観で あ る 。
コ ヘ レ トの 終末 思想は ， メ

シ ア の 来 る定 ま っ た終局 を見つ め てい るの で は な く， 有 無 を言 わ さぬ 圧倒 的な

カ で 終わ りを も支配 し て お られ る 「神」の 絶対的存在 を見つ め て い るの で あ る 。

　もは や コ ヘ レ トの 考察全体は ， で た らめ に作 り上げ られ て い る の で は ない と

い え よ う。 こ の 書 の 構 造 は ， 計画的 に並 べ られ た 「繰 り返 し 」 が あ り，
コ ヘ レ

トの 苦悩す る個人 が 叙述 され る仕 方 で 最終的に 「神を指 し示 す」 よ うに展 開 さ

れ て い る の で ある 。 そ し て 彼 は ，
「空 」 と対 照 的 に 「神」 を こ の 書全体 の 中心 に

お き ，
こ の 世 の 全て の 中心 に 「神 を指 し示 し」 た の で あ る u

コ ヘ レ トは た だ
一

瞬た り とも， 無 神論 の 可 能性 を考 え なか っ た 。 た とえ懐疑主義者で あ っ た とし

て も ， 彼 に と っ て 神 は 疑 い よ うの な い 事実で あ っ た 。 こ の よ うに 「コ ヘ レ トの

言葉」 は ， 我 々 に潜む 「空 し さ」 を徹底 的に 明 らか に し たか ら こ そ ， 神の 絶大

な るカが 全て に勝 る こ とを指 し 示 めす 力強い 福音 とな っ た の で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（やざわ ・み さご ）
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注

※本稿は ， 2004 年度， 東京 神学人学 に提 出 し た修 士 論文 を要約 し た もの で ある。 実際

　の 目次は以下 の 通 りで あ る 。

序論

第一章　本文研 究

　第 1節　私 訳　Qoh　1】章 5 節
一12章 8 節

　 第 2 節 本 文批評

第二 章　Qohelethの 中心 主題 とは

　第 1節　「Qohclcthの 言葉」 の 主題 に よる統
・

　 第 2 節 主題 か らの 区 分け

　第 3 節 　Qohll章 ，
　 Qoh3章 ，

　 Isa49章の 主題 的関連

　　　　　 1 ・Qoh3：ll−3 ：20，　 Qohll：512 ：7，　 Isa49：1− 49；9 の 語彙 に よ る関連

第 置 章　Qoh　11章 5 節
一12 章 7 （8）節の 主題 的考察

　 第 1節 最終形態か ら主題 へ

　第 2 節　主題 と Qoh　11：5− 12；7 （8） との 関係

　第 3 節　主題 と pericopelt：5
− 12：7 （8） との 関係

　第 4 節　Qohll：5 − 12：7 （8）の chias 吐ic構造か ら主 題 へ

　　　　　 1． α   （Qohll：5）一一α

’
 

’
（Qohl2：7）の 対 応 関係

　　　　　 H． β  （Qohll；5− 6）一
β
’
 

’
（Qohl2：3− 6） の 対応 関係

　　　　　IH．   （Qohtl：7）一
 

’
（Qoh12：2）の 対応 関係

　　　　　N ．  （Qohl1：8）一
 

’

（Qoh12：1）の 対応関係

　　　　　V ・   （Q・hH ：9）一  
’
（Qohl2；1） の 対応 関係

　　　　　M ．  （Qohll：9）　  
’
（Qohl1：】o）の 対応 関係

　　　　　W ・   （Qohll：9）一
 

’

（Q・h“ ：10）の 対応 関係

　　　　　皿 ．   （Qohll：9）一
 

’

（Qohll：lo）の 対応 関係

　　　　　IX． γ   （Qoh　11：9） を 中心 とす る chiastic 構 造

　第 5 節　Fredericks
，
　Ogden ，Witzcnrathとの 違 い

　第 6節　主題 か らQohl2：1a　T寧「1ユ を 「創造主」 と訳す 可能性

結論
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1）　12：1 「創造主を覚え よ」 の 解釈は ，
こ の 論 文の 第 二 章第 5 節で 詳 し く説 明 し

　 て い る。

2）　 A ．J．　O ，　van 　der・Wal は ， イ ス ラ エ ル 特有の 創造用 語 胃齢
，
　Nr2 に つ い て 叙述 し ，

　 S．　Lee の 意 見 と同意 し て い る。 それ は ，創 造用語 と して nvy （行 な う ， 造 る），

　Tn） （与え る），　 x「
・ （畏れ ），　 Rr 二 （創造）をあげ る こ とが で き ，　Qohelethの 多 く

　 の 箇所 で こ の 用 語が 使用さ れ ， 神 の 創造主 と して の 存在を強調 し て い る 。 ［そ

　の 他 の テ キ ス ト Job32；22　
”コtUY

，
　Job35：1〔〕’Wy で も神 の 創造用 語 が 使用 され て い

　 る。］ A ，J，0．　van 　der　wal．
“
Qohelet　i2：la　A 　R．elation　uniquc 　statement　in　I9．　ra 　el　

’

s

　 Wi　g．　dom 　Tradition．” p．413．

3） A 〜 G が 全体で 10 回繰 り返 され る。

　耋壅灘：ほ鑾　　1：2

　a）Al ：4　　→ B1 ；ll　 → C2 ：1　→ D 　　 → E2 ：ll → F2：14 −
→ G2 ：16

　  A2 ：16　 → B2 ：19　 → C2 ：14a→ D2 ：24b→ E2 ：26 → F3 ：1　 → G3 ：11a

　  A3 ：11a　→ B3 ：11b　→ C3 ：12 → D3 ：14 → E3 ：16 弓 F3 ：17 → G3 ：20

  A3 ：20

1  A5 ：14

  A6 ：6

  A7 ：12

  A7 ：29

  A9 ：3

  All ：5

→ B3 ：21

→ B

→ B

→ B7 ：13

→ B8 ：7

→ B9 ：5

→ Bll ；6

　 　 → A12 ：1 →

4）　 「神の 絶対性を 表す inclusio」 は ，   2：16 と 3：10，   ．3：10 と 3 ：20
，   3 ：20 と

　5：14，   5：14 と 6：6 ，   6：6 と 7：14，   7：14 と 7：29 ，   7：29 と 8；10，   8：10 と

　9：2，  9：2 と 11：5，  11：5 と 12；7 の 10回 。 図 1 を参照 。 最初に 神が 人 間を

　創造 され る話 と最後 に神 が 人 間を神 の も とへ 帰せ る終 末の 話 とで ，内容 を挟 み

　込 む構造で で き上が っ て い る。

5）　S．Otomo 　Kohelet　und 　die　Apokal．vρtik　l　999　pp．66
−73．　p。222．Tafel　l　l2，3．

　　こ の 論文で ，carPe 　Diem を 中心 と した Qoh3：1− 3：17b の chiastic 構造が論じ ら

　れ て い る。 こ の 分類項 目を参考 に ， 他 の 箇所 の 構造 分析 を試 みて みた 。 そ の 結

　果 Qoh2：16− 12：7 渡る構造パ ターン 「神の 絶対性 を表す inclusio」 （図 1）が浮 か

→ C3：22 → D5 ：6　 → E　　　→ F5 ：7　 → G5 ：14

→ C5 ：17 → D5 ：18 → E　　　→ F6 ：4　 → G6 ：6

→ C　　　→ D6 ：10 → E6 ：12a→ F6112b→ G7 ：12

→ C7 ：14 → D7 ：18 −
＞ E7 ：24 → F7126 → G7 ：29

→ C8 ：15 → D8 ：12 → E8 ：17 → F9 ：2　 → G9 ：3

→ C9 ：7a → D9 ：7b → E9 ：11 → F10 ：14→ Gll：5

−→ Cll ；7　
− 〉　　　　 → E11 ：8　

−
→ F11 ：9

→ Cll ：9　
−→ 　　　　　　　　　　

一
→ F11：9

　 　　 　 → Dl2 ；1 → F12 ；7　　　　 　 → G12 ：7
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　 び 上 が っ た 。

6）   2：16 と 3；10，  3：10 と 3；20，   3：20 と 5：14，   5：14 と 6：6 ，   6：6 と 7：14，

　   7：14 と 7：29 ，   7：29 と 8：10，   8：10 と 9：2 ，   9：2 と ll：5，   11：5 と 12：7

　 の 10 回 。

7） Qoh　1：2 と 12：8 の lnclusioは ，多 くの 研 究者 に よ っ て 解釈 され て い る。

　 W ．P．　Brown
，
　M ．　V 　Fox

，
　G 　S．　Ogden

，
　R ．　E．　Murphy

，
　C．　L．　Seow

，
など 多数。

8）　 「空 」 の 使用箇所…Qoh且：2 ， 1：14， 2：1， 2：15， 2：17， 2：19， 2：21 ， 2：23， 2：26 ，

　 3：19，　4：4 ，　4：7 ，　4：8，　4：16，　5：6，　5：9 ，　6：2，　6：4 ，　6：9，　6：1L 　6：12 ，　7：6 ，　7；15，

　 8：10，　8：14，　9：9，　11：8，　11：10，　12：8，

9） Q。helethは ，
　 Sコn を用 い て ， 次の 事柄を 「空 しい 」 と表現す る。

　   快楽 ・愉悦 （2：L7 ：6 ， 9：9， 11：8 ， 11：10）   労苦 （2：ll ， 2：21 ， 2：23， 2：26）

　   愚者 ・賢者 （2：15， 2：19， 6；2 ， 7：15， 8；10）

　   生 ・死 （2：17， 3：19， 6：4， 6：12， 8：14）   成功 ・妬 み （4：4， 4：16）

　   満足 （4：8， 5：9）   言葉 （5：6， 6：11）   全 て （1：2 ， 12：8）

　　 Fox
，
　Michael　v．　“ The 　Meaning 　of 　Hebel　for　Qoheleth．

”
　JBL 　I　O5　（1986）p．413 で は，

　 8 つ に 分類 して 解釈 して い る 。

10） Qoh7：12 「人 間 ， そ の
一

生 の 後は ど うな るの か と教 えて くれ る もの は ， 太陽 の

　 下に は い ない 」 と人 間は 何 も知 らず ， 人 間が 創造世界の 中心 で ない こ とを語 っ

　 て い る 。
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